
次の各間に答えよ。

〔問1〕 6+4×
(一÷)を計算せよ。

〔問2〕 8α tt b一 (α -7b)を計算せよ。

〔問3〕 (√夢十√y)(√夢―√y)

〔間 4〕 一次方程式

〔問 5〕 連立方程式

〔問 6〕 二次方程式

を計算せよ。

1)を 解け。

を解け。

を解け。
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〔問 7〕 関数ノ について,χ の値が 3か ら9ま で増加するときの変化の割合を求めよ。

〔問 8〕 袋の中に,赤玉が 2個 ,白玉が 4個 ,合わせて6個の玉が入っている。

この袋の中から同時に2個の玉を取り出すとき,赤玉と白玉が 1個ずつである確率を

求めよ。

ただし, どの玉が取り出されることも同様に確からしいものとする。

〔問 9〕 右の図で,△ ABCは ,鋭角三角形である。

解答欄に示した図をもとにして,辺 AC上にあり,

辺ABと辺BCま での距離が等しい点 Pを ,定規と

コンパスを用いて作図によって求め,点 Pの位置を

示す文字 Pも 書け。

ただし,作図に用いた線は消さないでおくこと。
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匡ヨ  ある中学校で, Sさ んが作った問題をみんなで考えた。

次の各間に答えよ。

[Sさ んが作った問題]

2けたの自然数Pにおいて,十の位の数をα,一の位の数をわとする。αとわを足した数を

9で割ったときの余りをπとする。

π=0と なる2けたの自然数Pは,全部で何個あるか考えてみよう。

〔問 1〕 [Sさ んが作った問題]で ,π =0と なる2けたの自然数Pは,全部で何個あるか。

先生は,[Sさ んが作った問題]を もとにして,次の問題を作った。

[先生が作った問題]

2けたの自然数 Pにおいて,十の位の数をα,一の位の数をbと する。αとみを足した数を

Qと する。

Pと Qをそれぞれ 9で割ったときの余りについて考える。

例えば,P=39の とき,39を 9で割ったときの商は 49余 りは 3である。このとき,

Q=3+9=12と なるから,12を 9で割ったときの商は 19余 りが 3と なり,Pと Qを

それぞれ 9で割ったときの余りが等しくなる。

また,P=62の とき,62を 9で割ったときの商は 6,余 りは 8で ある。このとき,

Q=6+2=8と なるから,8を 9で割ったときの商は 0,余 りが 8と なり,Pと Qを

それぞれ 9で割ったときの余りが等しくなる。

2けたの自然数 Pを 9で割ったときの商を物,余 りをπとするとき,Qを 9で割ったときの

余りがπとなることを確かめなさい。

〔問 2〕 [先生が作った問題]で , Pを ,α とみを用いた式と,aと πを用いた式の2通 りの

方法で表し,Qを 9で割ったときの余りがπとなることを証明せよ。
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右の図 1で,点 0は原点,点 Aの座標は

(09-4)で あり,直線フは

一次関数y=― χ+12の グラフを表している。

直線フとノ軸との交点をB,直線フとχ軸

との交点をCと する。

直線′上にあり,χ 座標が 12よ り小さい正

の数である点をPと する。

2点 A,Pを 通る直線を%と する。

座標軸の 1目盛りを lcmと して,次の

各間に答えよ。

図 1

ノ  ノ

〔問 1〕 点Pの χ座標が 2

式を求めよ。

のとき,直線 2の

〔問 2〕 線分APがχ軸により2等分されるとき,線分BPの長さと線分PCの長さの比を最も

簡単な整数の比で表せ。

〔問 3〕 右の図 2は ,図 1において,

点Aと 点Cを結び,点 Pを通リノ軸に

平行な直線を引き,線分ACと の交点

をQと した場合を表している。

△CPQの面積が 6cm2の とき,

点Pの座標を求めよ。

図 2

′̂  ツ

P

-3-



右の図 1で,点 0は線分ABを 直径とする

円の中心である。

点 Cは円Oの周上にある点で,AC=BC

である。

点 Pは ,線分AB上 にある点で,点 A,点 B

のいずれにも一致しない。

点 Cと ′点Pを結んだ線分CPを Pの方向に

延ばした直線と円0と の交点をQと する。

点Aと 点C,点 Bと 点 Cを それぞれ結ぶ。

次の各間に答えよ。

〔問 1〕 図 1において,∠ CPBの大きさをα°とするとき,∠ ACPの大きさをαを用いた式
で表せ。

〔問 2〕 右の図 2は ,図 1において,

点Bと点Qを結んだ場合を表している。

次の①,②に答えよ。

① △APC∽ △QPBで あることを

証明せよ。

② AO=10cm,AP=15cmの とき,

△CQBの面積は何 cm2か。

図 2

図 1
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右の図 1に示した立体ABC― DEFは ,

AB=BC=CA=AD=6cm,

∠CAD=∠ BAD=90° の正三角柱である。

辺AB上 にある点をPと する。

点 Pを通り辺ADに平行な直線を引き,辺 DE

との交点をQと する。

頂点 Cと 点P,頂点 Fと 点Qを それぞれ結ぶ。

次の各間に答えよ。

〔問 1〕 右の図 2は ,図 1の正三角柱の展開図の

1つ に,頂点A,B,D,Eと 点 Pを示した

ものである。

解答欄に示した展開図をもとにして,

線分CP, PQ,QFを 定規を用いて書け。

ただし,点 Qの位置を示す文字Qも 書き

入れること。

〔問 2〕 右の図 3は ,図 1において,辺ADの中点

をMと し,頂点Cと 点M,頂点Fと 点M,

点Mと 点P,点 Mと 点Qを それぞれ結んだ

図 1

図 2

図 3

A

場合を表している。

AP:PB=2:1の とき,
M

立体M一 CPQFの 体積は何 cm3か。

ただし,答えに根号が含まれるときは,

根号を付けたままで表せ。
D
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